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 岐阜アパレル・縫製産業景気動向調査 

第１部 アパレル産業 

１. 調査要領 

（１）調 査 時 期 令和４年４月 

（２）調査依頼企業数 ５５社 

（３）調査対象期間  令和４年１月～令和４年３月 

（４）回 答 状 況 有効回答数 ４８社 

           有効回答率 ８７.３％ 

《業種別内訳》 

業種 依頼数 回答数 回答率 

メンズファッション ２０ １９ ９５.０％ 

婦人子供服 ３１ ２５ ８０.６％ 

ニット雑貨  ４  ４  １００％ 

合計 ５５ ４８ ８７.３％ 

 

（５）調 査 事 項  

ア 売上高 

  イ 在庫 

  ウ 操業度 

  エ 販売価格・仕入価格 

  オ 利益率 

  カ 資金繰り・借入難度 

  キ 業況判断・四半期後の業況見通し 

  ク 経営上の問題点 

（ア） 売上の減少 

  （イ） 経費の増加 

  （ウ） 製品安 

  （エ） 求人難 

  （オ） その他 

  ケ 海外生産の割合 
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（アパレル） 

２．アパレル産業景気動向調査結果の概況 

岐阜アパレルは、「業況見通し」DI、「海外生産の割合」DI等の項目で改善を示したが、「仕

入価格」DI、「利益率」DI 等の項目で悪化を示した。 

 今期の調査結果の特徴は、DI の前回比較で「業況見通し」DI で 25.3ポイント、「海外生産の割合」DI で 18.7

ポイント改善し、「仕入価格」DIで 21.9ポイント、「利益率」DIで 6.3ポイント悪化したことである。 

経営上の問題点としては、1位「売上の減少」、2位「製品安」の順となった。 

 回答企業のコメントとしては「コロナ禍による市況低迷である。」（メンズ）「仕入価格・物流コストの上昇、

新型コロナウィルス、低気温の影響での売上の減少等で利益を出すことが難しい。」（婦人子供服）、「コロナで売

上減少のままである。」(ニット)等の意見が聞かれた。 

３．アパレル産業景気動向調査結果 

１　売上高の動向
今期、売上高が「増加した」とする企業は、27.1%と前回の 20.8%から 6.3ポイントの増加となった。

一方「減少した」とする企業は、41.7%と前回の 52.1%から 10.4ポイントの減少となった。

ＤＩ値は、16.7ポイント改善して▲14.6となった。

年月 18/12 19/3 6 9 12 20/3 6 9 12 21/3 6 9 12 22/3

売上DI ▲ 52.6 ▲ 42.6 ▲ 51.9 ▲ 55.6 ▲ 64.7 ▲ 76.0 ▲ 82.7 ▲ 79.1 ▲ 83.7 ▲ 63.8 ▲ 22.5 ▲ 39.2 ▲ 31.3 ▲ 14.6
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ＤＩ
売上高ＤＩ＝「増加」企業割合－「減少」企業割合 売上DI
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（アパレル） 

２　在庫の状況
今期、在庫が「不足」とする企業は、10.4%と前回の 12.5%から 2.1ポイントの減少となった。

一方「過剰」とする企業は、31.3%と前回の 29.2%から 2.1ポイントの増加となった。

ＤＩ値は、4.2ポイント悪化して▲20.9となった。

不足前回
差絶対値
表現
ＤＩ値
ＤＩ表現
ＤＩ絶対値
今期、在庫が「不足」とする企業は、
一方「過剰」とする企業は、
ＤＩ値は、

年月 18/12 19/3 6 9 12 20/3 6 9 12 21/3 6 9 12 22/3

在庫ＤＩ ▲ 40.3 ▲ 31.4 ▲ 38.8 ▲ 24.1 ▲ 45.1 ▲ 46.0 ▲ 67.3 ▲ 47.9 ▲ 32.6 ▲ 40.4 ▲ 31.2 ▲ 40.0 ▲ 16.7 ▲ 20.9

３　操業度の動向
今期、操業度が「上昇した」とする企業は、8.5％と前回と同じとなった。

一方「低下した」とする企業は、38.3%と前回の 36.2%から 2.1ポイントの増加となった。

ＤＩ値は、2.1ポイント悪化して▲29.8となった。

年月 18/12 19/3 6 9 12 20/3 6 9 12 21/3 6 9 12 22/3

操業度ＤＩ ▲ 29.8 ▲ 27.7 ▲ 33.3 ▲ 31.5 ▲ 37.2 ▲ 71.5 ▲ 80.4 ▲ 70.2 ▲ 66.7 ▲ 54.3 ▲ 40.9 ▲ 44.0 ▲ 27.7 ▲ 29.8
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ＤＩ
商品在庫ＤＩ＝「不足」企業割合－「過剰」企業割合 在庫ＤＩ
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ＤＩ 操業度ＤＩ＝「上昇」企業割合－「低下」企業割合 操業度ＤＩ
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 （アパレル） 

４　販売価格・仕入れ価格の推移
今期、販売価格が「上昇した」とする企業は、8.3％と前回と同じとなった。

一方「低下した」とする企業は、18.8%と前回の 27.1%から 8.3ポイントの減少となった。

ＤＩ値は、8.3ポイント改善して▲10.5となった。

今期、仕入価格が「低下した」とする企業は、0.0％と前回と同じとなった。

一方「上昇した」とする企業は、70.8%と前回の 48.9%から 21.9ポイントの増加となった。

ＤＩ値は、21.9ポイント悪化して▲70.8となった。

年月 18/12 19/3 6 9 12 20/3 6 9 12 21/3 6 9 12 22/3

販売ＤＩ ▲ 26.3 ▲ 16.7 ▲ 24.1 ▲ 7.4 ▲ 17.6 ▲ 18.0 ▲ 28.8 ▲ 18.7 ▲ 30.6 ▲ 31.9 ▲ 30.6 ▲ 19.6 ▲ 18.8 ▲ 10.5
仕入ＤＩ ▲ 47.4 ▲ 50.0 ▲ 44.4 ▲ 35.1 ▲ 33.4 ▲ 14.0 ▲ 5.9 ▲ 19.2 ▲ 18.3 ▲ 23.4 ▲ 22.5 ▲ 20.0 ▲ 48.9 ▲ 70.8

５　利益率の動向
今期、利益率が「増加した」とする企業は、4.2％と前回と同じとなった。

一方「減少した」とする企業は、64.6%と前回の 58.3%から 6.3ポイントの増加となった。

ＤＩ値は、6.3ポイント悪化して▲60.4となった。

年月 18/12 19/3 6 9 12 20/3 6 9 12 21/3 6 9 12 22/3

利益ＤＩ ▲ 43.8 ▲ 46.3 ▲ 40.7 ▲ 37.0 ▲ 47.0 ▲ 54.0 ▲ 50.0 ▲ 39.6 ▲ 42.6 ▲ 29.8 ▲ 28.6 ▲ 49.0 ▲ 54.1 ▲ 60.4
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ＤＩ
販売価格ＤＩ＝「上昇」企業割合－「低下」企業割合

仕入価格ＤＩ＝「低下」企業割合－「上昇」企業割合

販売ＤＩ

仕入ＤＩ
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利益率ＤＩ＝「増加」企業割合－「減少」企業割合 利益ＤＩ
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（アパレル） 

６　財務の状況
今期、資金繰りが「余裕」とする企業は、14.9%と前回と同じとなった。

一方「窮屈」とする企業は、19.1%と前回の 23.4%から 4.3ポイントの減少となった。

ＤＩ値は、4.3ポイント改善して▲4.2となった。

今期、借入難易が「容易」とする企業は、16.7%と前回の 15.6%から 1.1ポイントの増加となった。

一方「困難」とする企業は、8.3%と前回の 24.4%から 16.1ポイントの減少となった。

ＤＩ値は、17.2ポイント改善して8.4となった。

年月 18/12 19/3 6 9 12 20/3 6 9 12 21/3 6 9 12 22/3

資金ＤＩ ▲ 3.5 ▲ 7.4 ▲ 7.4 ▲ 14.8 ▲ 6.0 ▲ 30.7 ▲ 21.2 ▲ 8.3  0.0 ▲ 2.1 ▲ 2.0 ▲ 8.0 ▲ 8.5 ▲ 4.2
借入ＤＩ  21.0  13.0  7.4  14.8  22.0 ▲ 4.2  14.2  6.6  14.6  10.9  11.1  4.2 ▲ 8.8  8.4

７　業況総合判断
今期、業況判断が「好転」とする企業は、10.4％と前回と同じとなった。

一方「悪化」とする企業は、47.9%と前回と同じとなった。

ＤＩ値は、▲37.5ポイントと前回と同じとなった。

四半期後の業況見通しが「好転」とする企業は、22.9%と前回の 11.1%から 11.8ポイントの増加となった。

一方「悪化」とする企業は、35.4%と前回の 48.9%から 13.5ポイントの減少となった。
ＤＩ値は、25.3ポイント改善して▲12.5となった。

パラメータ
業況好転
上昇前回
差絶対値
表現
ＤＩ値
ＤＩ表現
ＤＩ絶対値
今期、業況判断が「好転」とする企業は、
一方「悪化」とする企業は、
ＤＩ値は、
見通好転
上昇前回
差絶対値
表現
ＤＩ値

年月 18/9 12 19/3 6 9 12 20/3 6 9 12 21/3 6 9 12

業況ＤＩ ▲ 54.4 ▲ 46.2 ▲ 55.6 ▲ 40.7 ▲ 58.8 ▲ 83.3 ▲ 90.4 ▲ 77.1 ▲ 71.4 ▲ 55.3 ▲ 40.9 ▲ 51.0 ▲ 37.5 ▲ 37.5
見通ＤＩ ▲ 45.6 ▲ 38.9 ▲ 44.5 ▲ 51.8 ▲ 58.9 ▲ 79.6 ▲ 80.8 ▲ 68.8 ▲ 66.6 ▲ 36.1 ▲ 41.7 ▲ 33.4 ▲ 37.8 ▲ 12.5
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ＤＩ 資金繰りＤＩ＝「余裕」企業割合－「窮屈」企業割合

借入難易ＤＩ＝「容易」企業割合－「困難」企業割合

資金ＤＩ

借入ＤＩ
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四半期後の業況見通しＤＩ＝「好転」企業割合－「悪化」企業割合
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（アパレル） 

８　経営上の問題点

１位 ２位 ３位 ４位 ５位
34 5 3 2 1
7 13 12 3 0
4 17 8 4 0
1 5 7 10 3
1 2 1 3 4

９　海外生産の割合
今期、海外生産が「増加した」とする企業は、5.9%と前回の 6.3%から 0.4ポイントの減少となった。

一方「減少した」とする企業は、5.9%と前回の 25.0%から 19.1ポイントの減少となった。

ＤＩ値は、18.7ポイント増加して0.0となった。

年月 18/12 19/3 6 9 12 20/3 6 9 12 21/3 6 9 12 22/3

海外ＤＩ ▲ 5.2 ▲ 5.2  0.0 ▲ 17.4 ▲ 14.3 ▲ 31.6 ▲ 47.6 ▲ 42.1 ▲ 33.3 ▲ 40.0 ▲ 10.0 ▲ 6.6 ▲ 18.7  0.0

　          経営上の問題点としては、１位 「売上の減少」、２位 「製品安」となっている。

売上の減少

経費の増加

製品安

求人難

その他
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ＤＩ
海外生産ＤＩ＝「増加」企業割合－「減少」企業割合 海外ＤＩ
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（メンズファッション） 

４．業界別調査結果 

（メンズファッション） 

１　売上高の動向
今期、売上高が「増加した」とする企業は、31.6%と前回の 29.4%から 2.2ポイントの増加となった。

一方「減少した」とする企業は、36.8%と前回の 58.8%から 22.0ポイントの減少となった。

ＤＩ値は、24.2ポイント改善して▲5.2となった。

年月 18/12 19/3 6 9 12 20/3 6 9 12 21/3 6 9 12 22/3

売上DＩ ▲ 45.0 ▲ 30.0 ▲ 50.0 ▲ 45.0 ▲ 66.7 ▲ 63.1 ▲ 75.0 ▲ 50.0 ▲ 78.9 ▲ 50.0 ▲ 5.9 ▲ 26.3 ▲ 29.4 ▲ 5.2

２　在庫の状況
今期、在庫が「不足」とする企業は、10.5%と前回の 5.9%から 4.6ポイントの増加となった。

一方「過剰」とする企業は、26.3%と前回の 47.1%から 20.8ポイントの減少となった。

ＤＩ値は、25.4ポイント改善して▲15.8となった。

不足前回
差絶対値
表現
ＤＩ値
ＤＩ表現
ＤＩ絶対値
今期、在庫が「不足」とする企業は、
一方「過剰」とする企業は、
ＤＩ値は、

年月 18/12 19/3 6 9 12 20/3 6 9 12 21/3 6 9 12 22/3

在庫ＤＩ ▲ 35.0 ▲ 40.0 ▲ 35.0 ▲ 35.0 ▲ 50.0 ▲ 31.6 ▲ 70.0 ▲ 44.4 ▲ 42.1 ▲ 50.0 ▲ 50.0 ▲ 31.5 ▲ 41.2 ▲ 15.8
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売上高DI＝「増加」企業割合－「減少」企業割合 売上DＩ
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（メンズファッション） 

３　操業度の動向
今期、操業度が「上昇した」とする企業は、16.7%と前回の 18.8%から 2.1ポイントの減少となった。
一方「低下した」とする企業は、27.8%と前回の 25.0%から 2.8ポイントの増加となった。
ＤＩ値は、4.9ポイント悪化して▲11.1となった。

年月 18/12 19/3 6 9 12 20/3 6 9 12 21/3 6 9 12 22/3

操業度ＤＩ ▲ 15.0 ▲ 25.0 ▲ 35.0 ▲ 30.0 ▲ 33.3 ▲ 55.5 ▲ 84.2 ▲ 41.2 ▲ 50.0 ▲ 29.5 ▲ 29.4 ▲ 33.3 ▲ 6.2 ▲ 11.1

４　販売価格・仕入れ価格の推移
今期、販売価格が「上昇した」とする企業は、10.5%と前回の 5.9%から 4.6ポイントの増加となった。

一方「低下した」とする企業は、0.0%と前回の 11.8%から 11.8ポイントの減少となった。

ＤＩ値は、16.4ポイント改善して10.5となった。

今期、仕入価格が「低下した」とする企業は、0.0％と前回と同じとなった。

一方「上昇した」とする企業は、78.9%と前回の 58.8%から 20.1ポイントの増加となった。

ＤＩ値は、20.1ポイント悪化して▲78.9となった。

年月 18/12 19/3 6 9 12 20/3 6 9 12 21/3 6 9 12 22/3

販売ＤＩ ▲ 10.0 ▲ 5.0 ▲ 20.0  10.0 ▲ 5.5 ▲ 15.8 ▲ 20.0  0.0 ▲ 15.8 ▲ 11.1  0.0  0.0 ▲ 5.9  10.5

仕入ＤＩ ▲ 50.0 ▲ 45.0 ▲ 30.0 ▲ 25.0 ▲ 44.4 ▲ 21.0 ▲ 5.0 ▲ 22.2 ▲ 21.0 ▲ 22.2 ▲ 23.5 ▲ 26.3 ▲ 58.8 ▲ 78.9
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操業度ＤＩ＝「上昇」企業割合－「低下」企業割合
操業度ＤＩ
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（メンズファッション） 

５　利益率の動向
今期、利益率が「増加した」とする企業は、5.3%と前回の 5.9%から 0.6ポイントの減少となった。

一方「減少した」とする企業は、78.9%と前回の 58.8%から 20.1ポイントの増加となった。

ＤＩ値は、20.7ポイント悪化して▲73.6となった。

年月 18/12 19/3 6 9 12 20/3 6 9 12 21/3 6 9 12 22/3

利益ＤＩ ▲ 40.0 ▲ 45.0 ▲ 35.0 ▲ 15.0 ▲ 27.7 ▲ 36.9 ▲ 35.0 ▲ 22.2 ▲ 22.2 ▲ 5.5 ▲ 17.6 ▲ 42.1 ▲ 52.9 ▲ 73.6

６　財務の状況
今期、資金繰りが「余裕」とする企業は、21.1%と前回の 23.5%から 2.4ポイントの減少となった。

一方「窮屈」とする企業は、10.5%と前回の 11.8%から 1.3ポイントの減少となった。

ＤＩ値は、1.1ポイント悪化して10.6となった。

今期、借入難易が「容易」とする企業は、31.6%と前回の 26.7%から 4.9ポイントの増加となった。

一方「困難」とする企業は、0.0％と前回と同じとなった。

ＤＩ値は、4.9ポイント改善して31.6となった。

パラメータ
資金余裕
上昇前回
差絶対値
表現
ＤＩ値
ＤＩ表現
ＤＩ絶対値
今期、資金繰りが「余裕」とする企業は、
一方「窮屈」とする企業は、
ＤＩ値は、
借入容易
上昇前回
差絶対値
表現
ＤＩ値

年月 18/12 19/3 6 9 12 20/3 6 9 12 21/3 6 9 12 22/3

資金ＤＩ  10.0  20.0  15.0  5.0  27.8 ▲ 5.2  5.0  16.6  15.8  33.3  17.7  10.5  11.7  10.6

借入ＤＩ  40.0  40.0  25.0  30.0  50.0  11.1  20.0  35.3  31.5  47.1  25.0  26.3  26.7  31.6
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利益率ＤＩ＝「増加」企業割合－「減少」企業割合
利益ＤＩ
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（メンズファッション） 

７　業況総合判断
今期、業況判断が「好転」とする企業は、10.5%と前回の 5.9%から 4.6ポイントの増加となった。

一方「悪化」とする企業は、52.6%と前回の 47.1%から 5.5ポイントの増加となった。

ＤＩ値は、0.9ポイント悪化して▲42.1となった。

四半期後の業況見通しが「好転」とする企業は、21.1%と前回の 0.0%から 21.1ポイントの増加となった。

一方「悪化」とする企業は、42.1%と前回の 53.3%から 11.2ポイントの減少となった。

ＤＩ値は、32.3ポイント改善して▲21.0となった。

業況好転
上昇前回
差絶対値
表現
ＤＩ値
ＤＩ表現
ＤＩ絶対値
今期、業況判断が「好転」とする企業は、
一方「悪化」とする企業は、
ＤＩ値は、
見通好転
上昇前回
差絶対値
表現
ＤＩ値
ＤＩ表現

年月 18/12 19/3 6 9 12 20/3 6 9 12 21/3 6 9 12 22/3

業況ＤＩ ▲ 45.0 ▲ 30.0 ▲ 40.0 ▲ 35.0 ▲ 44.5 ▲ 66.7 ▲ 85.0 ▲ 55.6 ▲ 73.6 ▲ 38.9 ▲ 17.7 ▲ 52.7 ▲ 41.2 ▲ 42.1

見通ＤＩ ▲ 45.0 ▲ 15.0 ▲ 35.0 ▲ 45.0 ▲ 38.9 ▲ 77.7 ▲ 80.0 ▲ 55.6 ▲ 68.4 ▲ 22.2 ▲ 23.5 ▲ 31.6 ▲ 53.3 ▲ 21.0

８　経営上の問題点

１位 ２位 ３位 ４位 ５位
12 3 2 0 0
2 5 7 1 0
3 7 2 2 0
0 1 3 7 2
1 1 0 1 1

           経営上の問題点としては１位 「売上の減少」、２位 「製品安」となっている。

売上の減少
経費の増加
製品安
求人難
その他
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ＤＩ

自社業況判断ＤＩ＝「好転」企業割合－「悪化」企業割合

四半期後の業況見通し＝「好転」企業割合－「悪化」企業割合

業況ＤＩ

見通ＤＩ
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（メンズファッション） 

９　海外生産の割合
今期、海外生産が「増加した」とする企業は、0.0％と前回と同じとなった。

一方「減少した」とする企業は、0.0%と前回の 22.2%から 22.2ポイントの減少となった。

ＤＩ値は、22.2ポイント増加して0.0となった。

年月 18/12 19/3 6 9 12 20/3 6 9 12 21/3 6 9 12 22/3

海外ＤＩ  0.0  0.0  11.1 ▲ 10.0  0.0 ▲ 10.0 ▲ 27.3 ▲ 20.0 ▲ 30.0 ▲ 37.5 ▲ 18.2 ▲ 11.1 ▲ 22.2  0.0
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ＤＩ
海外生産ＤＩ＝「増加」企業割合－「減少」企業割合 海外ＤＩ

 

回答企業のコメント 

〇  コロナ禍による市況低迷である。 

 

〇 売上減少で仕入が起こし難い。ゆとりのない資金状態である。売れ残りが増え、売れるものの追加 

   生産がしにくい。仕入先の確保も難しくなっている。 
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（婦人子供服） 

（婦人子供服） 

１　売上高の動向
今期、売上高が「増加した」とする企業は、28.0%と前回の 17.9%から 10.1ポイントの増加となった。

一方「減少した」とする企業は、44.0%と前回の 50.0%から 6.0ポイントの減少となった。

ＤＩ値は、16.1ポイント改善して▲16.0となった。

年月 18/12 19/3 6 9 12 20/3 6 9 12 21/3 6 9 12 22/3

売上DＩ ▲ 51.5 ▲ 51.6 ▲ 50.0 ▲ 56.7 ▲ 62.1 ▲ 81.5 ▲ 85.8 ▲ 96.2 ▲ 88.5 ▲ 72.0 ▲ 24.2 ▲ 42.8 ▲ 32.1 ▲ 16.0

２　在庫の状況
今期、在庫が「不足」とする企業は、12.0%と前回の 17.9%から 5.9ポイントの減少となった。

一方「過剰」とする企業は、32.0%と前回の 21.4%から 10.6ポイントの増加となった。

ＤＩ値は、16.5ポイント悪化して▲20.0となった。

不足前回
差絶対値
表現
ＤＩ値
ＤＩ表現
ＤＩ絶対値
今期、在庫が「不足」とする企業は、
一方「過剰」とする企業は、
ＤＩ値は、

年月 18/12 19/3 6 9 12 20/3 6 9 12 21/3 6 9 12 22/3

在庫ＤＩ ▲ 42.5 ▲ 25.8 ▲ 43.4 ▲ 20.0 ▲ 41.4 ▲ 55.6 ▲ 67.8 ▲ 50.0 ▲ 30.8 ▲ 36.0 ▲ 20.7 ▲ 44.4 ▲ 3.5 ▲ 20.0
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ＤＩ 売上高ＤＩ＝「増加」企業割合－「減少」企業割合
売上DＩ
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ＤＩ

商品在庫ＤＩ＝「不足」企業割合－「過剰」企業割合
在庫ＤＩ
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（婦人子供服） 

３　操業度の動向
今期、操業度が「上昇した」とする企業は、4.0%と前回の 3.6%から 0.4ポイントの増加となった。
一方「低下した」とする企業は、44.0%と前回の 39.3%から 4.7ポイントの増加となった。
ＤＩ値は、4.3ポイント悪化して▲40.0となった。

年月 18/12 19/3 6 9 12 20/3 6 9 12 21/3 6 9 12 22/3
操業度ＤＩ ▲ 33.3 ▲ 25.8 ▲ 26.7 ▲ 33.3 ▲ 37.9 ▲ 81.5 ▲ 82.1 ▲ 92.3 ▲ 76.9 ▲ 68.0 ▲ 44.8 ▲ 46.5 ▲ 35.7 ▲ 40.0

４　販売価格・仕入れ価格の推移
今期、販売価格が「上昇した」とする企業は、0.0%と前回の 3.6%から 3.6ポイントの減少となった。
一方「低下した」とする企業は、36.0%と前回の 35.7%から 0.3ポイントの増加となった。
ＤＩ値は、3.9ポイント悪化して▲36.0となった。
今期、仕入価格が「低下した」とする企業は、0.0%と前回と同じとなった。
一方「上昇した」とする企業は、64.0%と前回の 37.0%から 27.0ポイントの増加となった。
ＤＩ値は、27.0ポイント悪化して▲64.0となった。

年月 18/12 19/3 6 9 12 20/3 6 9 12 21/3 6 9 12 22/3
販売ＤＩ ▲ 36.4 ▲ 22.6 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 27.6 ▲ 18.5 ▲ 35.7 ▲ 30.8 ▲ 42.3 ▲ 44.0 ▲ 48.3 ▲ 32.1 ▲ 32.1 ▲ 36.0
仕入ＤＩ ▲ 48.5 ▲ 58.1 ▲ 56.7 ▲ 40.0 ▲ 27.6 ▲ 7.4 ▲ 7.4 ▲ 20.0 ▲ 19.3 ▲ 20.0 ▲ 24.1 ▲ 18.5 ▲ 37.0 ▲ 64.0
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ＤＩ 操業度ＤＩ＝「上昇」企業割合－「低下」企業割合 操業度ＤＩ
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ＤＩ

販売価格ＤＩ＝「上昇」企業割合－「低下」企業割合

仕入価格ＤＩ＝「低下」企業割合－「上昇」企業割合

販売ＤＩ

仕入ＤＩ
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（婦人子供服）

５　利益率の動向
今期、利益率が「増加した」とする企業は、4.0%と前回の 3.6%から 0.4ポイントの増加となった。
一方「減少した」とする企業は、56.0%と前回の 57.1%から 1.1ポイントの減少となった。
ＤＩ値は、1.5ポイント改善して▲52.0となった。

年月 18/12 19/3 6 9 12 20/3 6 9 12 21/3 6 9 12 22/3
利益ＤＩ ▲ 42.5 ▲ 45.2 ▲ 43.4 ▲ 50.0 ▲ 55.2 ▲ 59.3 ▲ 60.8 ▲ 50.0 ▲ 56.0 ▲ 44.0 ▲ 34.5 ▲ 50.0 ▲ 53.5 ▲ 52.0

６　財務の状況
今期、資金繰りが「余裕」とする企業は、8.3%と前回の 7.4%から 0.9ポイントの増加となった。
一方「窮屈」とする企業は、25.0%と前回の 29.6%から 4.6ポイントの減少となった。
ＤＩ値は、5.5ポイント改善して▲16.7となった。
今期、借入難易が「容易」とする企業は、4.0%と前回の 7.1%から 3.1ポイントの減少となった。
一方「困難」とする企業は、16.0%と前回の 39.3%から 23.3ポイントの減少となった。
ＤＩ値は、20.2ポイント改善して▲12.0となった。

年月 18/12 19/3 6 9 12 20/3 6 9 12 21/3 6 9 12 22/3
資金ＤＩ ▲ 15.1 ▲ 25.8 ▲ 23.3 ▲ 26.7 ▲ 28.6 ▲ 46.2 ▲ 39.3 ▲ 23.1 ▲ 15.4 ▲ 28.0 ▲ 13.8 ▲ 14.8 ▲ 22.2 ▲ 16.7
借入ＤＩ  6.0 ▲ 9.7 ▲ 10.0  3.4  3.6 ▲ 11.6  8.0 ▲ 12.0  4.0 ▲ 16.0  0.0 ▲ 12.5 ▲ 32.2 ▲ 12.0
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ＤＩ
利益率ＤＩ＝「増加」企業割合－「減少」企業割合
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ＤＩ
資金繰りＤＩ＝「余裕」企業割合－「窮屈」企業割合

借入難易ＤＩ＝「容易」企業割合－「困難」企業割合
資金ＤＩ
借入ＤＩ
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（婦人子供服） 

７　業況総合判断
今期、業況判断が「好転」とする企業は、12.0%と前回の 14.3%から 2.3ポイントの減少となった。
一方「悪化」とする企業は、40.0%と前回の 42.9%から 2.9ポイントの減少となった。
ＤＩ値は、0.6ポイント改善して▲28.0となった。
四半期後の業況見通しが「好転」とする企業は、28.0%と前回の 18.5%から 9.5ポイントの増加となった。
一方「悪化」とする企業は、28.0%と前回の 40.7%から 12.7ポイントの減少となった。
ＤＩ値は、22.2ポイント改善して0.0となった。

パラメータ
業況好転
上昇前回
差絶対値
表現
ＤＩ値
ＤＩ表現
ＤＩ絶対値
今期、業況判断が「好転」とする企業は、
一方「悪化」とする企業は、
ＤＩ値は、
見通好転
上昇前回
差絶対値
表現
ＤＩ値

年月 18/12 19/3 6 9 12 20/3 6 9 12 21/3 6 9 12 22/3
業況ＤＩ ▲ 54.5 ▲ 54.8 ▲ 60.0 ▲ 36.7 ▲ 65.5 ▲ 92.3 ▲ 92.9 ▲ 88.5 ▲ 73.1 ▲ 64.0 ▲ 51.8 ▲ 50.0 ▲ 28.6 ▲ 28.0
見通ＤＩ ▲ 42.5 ▲ 51.6 ▲ 43.3 ▲ 53.4 ▲ 65.6 ▲ 77.8 ▲ 82.1 ▲ 73.1 ▲ 64.0 ▲ 40.0 ▲ 46.4 ▲ 28.6 ▲ 22.2  0.0

８　経営上の問題点
　　　　　

１位 ２位 ３位 ４位 ５位
19 1 1 2 1
4 6 4 2 0
1 9 5 2 0
1 4 4 2 1
0 1 1 2 2

経営上の問題点としては、１位 「売上の減少」、２位 「製品安」となっている。

売上の減少
経費の増加
製品安
求人難
その他
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自社業況判断ＤＩ＝「好転」企業割合－「悪化」企業割合

四半期後の業況見通しＤＩ＝「好転」企業割合－「悪化」企業割合
業況ＤＩ
見通ＤＩ
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                                                     （婦人子供服） 

９　海外生産の割合
今期、海外生産が「増加した」とする企業は、14.3％と前回と同じとなった。

一方「減少した」とする企業は、14.3%と前回の 28.6%から 14.3ポイントの減少となった。

ＤＩ値は、14.3ポイント増加して0.0となった。

年月 18/12 19/3 6 9 12 20/3 6 9 12 21/3 6 9 12 22/3

海外ＤＩ ▲ 10.0 ▲ 10.0 ▲ 10.0 ▲ 23.1 ▲ 27.3 ▲ 50.0 ▲ 70.0 ▲ 66.7 ▲ 37.5 ▲ 42.9  0.0  0.0 ▲ 14.3  0.0
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ＤＩ
海外生産ＤＩ＝「増加」企業割合－「減少」企業割合

海外ＤＩ

 

 

回答企業のコメント 

 

〇 緊迫する世界情勢の下、製品原価の値上がりを、如何に卸売価格に吸収させていくかが課題にな

りそうである。  

〇 行動制限がなくならないと消費は増えない。 

 

〇 仕入価格・物流コストの上昇、新型コロナウイルス＋低気温（雪）の影響での売上の減少等で利

益を出すことが難しい。 

 

〇 春物の出荷が読めない時期であった。その為、売上も上がらなかった。 

 

〇 安くても物があまり売れない。 
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(ニット雑貨） 

（ニット雑貨） 

１　売上高の動向
今期、売上高が「増加した」とする企業は、0.0％と前回と同じとなった。

一方「減少した」とする企業は、50.0%と前回の 33.3%から 16.7ポイントの増加となった。

ＤＩ値は、16.7ポイント悪化して▲50.0となった。

年月 18/12 19/3 6 9 12 20/3 6 9 12 21/3 6 9 12 22/3

売上DＩ ▲ 100.0 ▲ 33.4 ▲ 75.0 ▲ 100.0 ▲ 75.0 ▲ 100.0 ▲ 100.0 ▲ 100.0 ▲ 75.0 ▲ 75.0 ▲ 100.0 ▲ 75.0 ▲ 33.3 ▲ 50.0

２　在庫の状況
今期、在庫が「不足」とする企業は、0.0％と前回と同じとなった。

一方「過剰」とする企業は、50.0%と前回の 0.0%から 50.0ポイントの増加となった。

ＤＩ値は、50.0ポイント悪化して▲50.0となった。

>

表現
ＤＩ値

今期、在庫が「不足」とする企業は、
一方「過剰」とする企業は、
ＤＩ値は、

年月 18/12 19/3 6 9 12 20/3 6 9 12 21/3 6 9 12 22/3

在庫ＤＩ ▲ 50.0 ▲ 33.3 ▲ 25.0  0.0 ▲ 50.0 ▲ 50.0 ▲ 50.0 ▲ 50.0  0.0 ▲ 25.0 ▲ 33.3 ▲ 50.0  0.0 ▲ 50.0
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ＤＩ

売上高ＤＩ＝「増加」企業割合－「減少」企業割合
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商品在庫ＤＩ＝「不足」企業割合－「過剰」企業割合
在庫ＤＩ
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（ニット雑貨） 

３　操業度の動向
今期、操業度が「上昇した」とする企業は、0.0％と前回と同じとなった。
一方「低下した」とする企業は、50.0%と前回の 66.7%から 16.7ポイントの減少となった。
ＤＩ値は、16.7ポイント改善して▲50.0となった。

年月 18/12 19/3 6 9 12 20/3 6 9 12 21/3 6 9 12 22/3
操業度ＤＩ ▲ 75.0 ▲ 66.7 ▲ 75.0 ▲ 25.0 ▲ 50.0 ▲ 75.0 ▲ 50.0 ▲ 50.0 ▲ 75.0 ▲ 75.0 ▲ 66.7 ▲ 75.0 ▲ 66.7 ▲ 50.0

４　販売価格・仕入れ価格の推移
今期、販売価格が「上昇した」とする企業は、50.0%と前回の 66.7%から 16.7ポイントの減少となった。
一方「低下した」とする企業は、0.0%と前回の 33.3%から 33.3ポイントの減少となった。
ＤＩ値は、16.6ポイント改善して50.0となった。
今期、仕入価格が「低下した」とする企業は、0.0％と前回と同じとなった。
一方「上昇した」とする企業は、75.0%と前回の 100.0%から 25.0ポイントの減少となった。
ＤＩ値は、25.0ポイント改善して▲75.0となった。

年月 18/12 19/3 6 9 12 20/3 6 9 12 21/3 6 9 12 22/3
販売ＤＩ ▲ 25.0 ▲ 33.3  0.0  0.0  0.0 ▲ 25.0 ▲ 25.0 ▲ 25.0 ▲ 25.0 ▲ 50.0 ▲ 33.3 ▲ 25.0  33.4  50.0
仕入ＤＩ ▲ 25.0  0.0 ▲ 25.0 ▲ 50.0 ▲ 25.0 ▲ 25.0  0.0  0.0  0.0 ▲ 50.0  0.0  0.0 ▲ 100.0 ▲ 75.0

-100

-75

-50

-25

0

25

50

75

100

18/12 19/3 6 9 12 20/3 6 9 12 21/3 6 9 12 22/3

ＤＩ 操業度ＤＩ＝「上昇」企業割合－「低下」企業割合 操業度ＤＩ
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ＤＩ

販売価格ＤＩ＝「上昇」企業割合－「低下」企業割合

仕入価格ＤＩ＝「低下」企業割合－「上昇」企業割合
販売ＤＩ

仕入ＤＩ
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（ニット雑貨） 

５　利益率の動向
今期、利益率が「増加した」とする企業は、0.0％と前回と同じとなった。
一方「減少した」とする企業は、50.0%と前回の 66.7%から 16.7ポイントの減少となった。
ＤＩ値は、16.7ポイント改善して▲50.0となった。

年月 18/12 19/3 6 9 12 20/3 6 9 12 21/3 6 9 12 22/3
利益ＤＩ ▲ 75.0 ▲ 66.7 ▲ 50.0 ▲ 50.0 ▲ 75.0 ▲ 100.0 ▲ 50.0 ▲ 50.0 ▲ 50.0 ▲ 50.0 ▲ 33.4 ▲ 75.0 ▲ 66.7 ▲ 50.0

６　財務の状況
今期、資金繰りが「余裕」とする企業は、25.0%と前回の 33.3%から 8.3ポイントの減少となった。
一方「窮屈」とする企業は、25.0%と前回の 33.3%から 8.3ポイントの減少となった。
ＤＩ値は0.0％と前回と同じとなった。
今期、借入難易が「容易」とする企業は、25.0%と前回の 50.0%から 25.0ポイントの減少となった。
一方「困難」とする企業は、0.0％と前回と同じとなった。
ＤＩ値は、25.0ポイント悪化して25.0となった。

年月 18/12 19/3 6 9 12 20/3 6 9 12 21/3 6 9 12 22/3
資金ＤＩ  25.0  0.0  0.0 ▲ 25.0  0.0 ▲ 50.0 ▲ 25.0 ▲ 25.0  25.0  0.0  0.0 ▲ 50.0  0.0  0.0
借入ＤＩ  50.0  66.7  50.0  25.0  25.0 ▲ 33.3  25.0  0.0  0.0  25.0  33.3  0.0  50.0  25.0
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ＤＩ 利益率ＤＩ＝「増加」企業割合－「減少」企業割合 利益ＤＩ
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ＤＩ
資金繰りＤＩ＝「余裕」企業割合－「窮屈」企業割合

借入難易ＤＩ＝「容易」企業割合－「困難」企業割合

資金ＤＩ

借入ＤＩ
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（ニット雑貨） 

７　業況総合判断
今期、業況判断が「好転」とする企業は、0.0％と前回と同じとなった。
一方「悪化」とする企業は、75.0%と前回の 100.0%から 25.0ポイントの減少となった。
ＤＩ値は、25.0ポイント改善して▲75.0となった。
四半期後の業況見通しが「好転」とする企業は、0.0％と前回と同じとなった。
一方「悪化」とする企業は、50.0%と前回の 100.0%から 50.0ポイントの減少となった。
ＤＩ値は、50.0ポイント改善して▲50.0となった。

年月 18/12 19/3 6 9 12 20/3 6 9 12 21/3 6 9 12 22/3

業況ＤＩ ▲ 100.0 ▲ 66.7 ▲ 100.0 ▲ 100.0 ▲ 75.0 ▲ 100.0 ▲ 100.0 ▲ 100.0 ▲ 50.0 ▲ 75.0 ▲ 66.7 ▲ 50.0 ▲ 100.0 ▲ 75.0

見通ＤＩ ▲ 75.0 ▲ 66.7 ▲ 100.0 ▲ 75.0 ▲ 100.0 ▲ 100.0 ▲ 75.0 ▲ 100.0 ▲ 75.0 ▲ 75.0 ▲ 100.0 ▲ 75.0 ▲ 100.0 ▲ 50.0

８　経営上の問題点

１位 ２位 ３位 ４位 ５位
3 1 0 0 0
1 2 1 0 0
0 1 1 0 0
0 0 0 1 0
0 0 0 0 1

　   　　　　経営上の問題点としては、１位 「売上の減少」、２位「経費の増加」となっている。

売上の減少
経費の増加

製品安
求人難

その他
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ＤＩ

自社業況判断ＤＩ＝「好転」企業割合－「悪化」企業割合

四半期後の業況見通しＤＩ＝「好転」企業割合－「悪化」企業割合

業況ＤＩ

見通ＤＩ

0

1

2

3

4

5

１位 ２位 ３位 ４位 ５位

企業数

売上の減少

経費の増加

製品安

求人難

その他



 

 21 

回答企業のコメント 

 

〇 コロナで売上減少のままである。売上増加の兆しがない。 

 

〇 オミクロンの影響が大きい。 

 

〇 緊急事態宣言になり客足が止まった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 22 

（縫製） 

第２部 縫製産業 

１. 調査要領 

（１）調 査 時 期 令和４年４月 

（２）調査依頼企業数 １４社 

（３）調査対象期間 令和４年１月～令和４年３月 

（４）回 答 状 況 有効回答数 １４社 

          有効回答率 １００％ 

（５）調 査 事 項  

 ア 加工賃 

 イ 受注 

 ウ 操業度 

 エ 利益率 

 オ 資金繰り・借入難度 

 カ 設備投資 

 キ 従業員充足率 

 ク 業況判断・四半期後の業況見通し 

 ケ 経営上の問題点 

 （ア） 加工賃の減少 

 （イ） 原材料費の増加 

 （ウ） 受注減 

 （エ） 求人難 

 （オ） その他 

２．縫製産業景気動向調査結果の概況 

縫製産業は、「受注状況」DI、「加工賃」DI等の項目で改善を示したが、「従業員充足率」

DI の項目で悪化を示した。 

 今期の調査結果の特徴は、DI の前回比較で、「受注状況」DIで 60.0ポイント、「加工賃」DIで 45.7 ポ

イント改善し、「従業員充足率」DIで 24.8ポイント、悪化したことである。 

経営上の問題点としては、１位「求人難」、２位「原材料の増加」となった。 

回答企業のコメントとしては、「原料高、物流費のアップなど海外生産の環境の変化から国内生産回帰

の動きがある為か縫製依頼の話が殺到している。その為今期は受注操業度とも上昇、加えてなかなか上

がらなかった加工賃も上昇している。」等の意見が聞かれた。 
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（縫製） 

３．縫製産業景気動向調査結果 

１　加工賃の動向
今期、加工賃が「上昇した」とする企業は、14.3%と前回の 0.0%から 14.3ポイントの増加となった。

一方「低下した」とする企業は、7.1%と前回の 38.5%から 31.4ポイントの減少となった。

ＤＩ値は、45.7ポイント改善して7.2となった。

年月 18/12 19/3 6 9 12 20/3 6 9 12 21/3 6 9 12 22/3

加工ＤＩ ▲ 13.3  0.0  0.0  7.2 ▲ 14.3 ▲ 53.8 ▲ 41.7 ▲ 38.5 ▲ 41.7 ▲ 23.1 ▲ 50.0 ▲ 21.5 ▲ 38.5  7.2

２　受注状況の動向
今期、受注が「増加」とする企業は、42.9%と前回の 7.7%から 35.2ポイントの増加となった。

一方「減少」とする企業は、21.4%と前回の 46.2%から 24.8ポイントの減少となった。

ＤＩ値は、60.0ポイント改善して21.5となった。

増加前回
差絶対値
表現
ＤＩ値
ＤＩ表現
ＤＩ絶対値
今期、受注が「増加」とする企業は、
一方「減少」とする企業は、
ＤＩ値は、

年月 18/12 19/3 6 9 12 20/3 6 9 12 21/3 6 9 12 22/3

受注ＤＩ ▲ 46.7 ▲ 23.1 ▲ 35.8 ▲ 7.2 ▲ 50.0 ▲ 61.5 ▲ 91.7 ▲ 75.0 ▲ 75.0 ▲ 61.5 ▲ 71.4 ▲ 50.0 ▲ 38.5  21.5
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ＤＩ 受注ＤＩ＝「増加」企業割合－「減少」企業割合 受注ＤＩ
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ＤＩ 加工賃ＤＩ＝「上昇」企業割合－「低下」企業割合 加工ＤＩ
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(縫製) 

３　操業度の動向
今期、操業度が「上昇した」とする企業は、14.3%と前回の 0.0%から 14.3ポイントの増加となった。

一方「低下した」とする企業は、35.7%と前回の 53.8%から 18.1ポイントの減少となった。

ＤＩ値は、32.4ポイント改善して▲21.4となった。

年月 18/12 19/3 6 9 12 20/3 6 9 12 21/3 6 9 12 22/3

操業度ＤＩ ▲ 40.0 ▲ 15.4 ▲ 21.4 ▲ 7.2 ▲ 42.9 ▲ 46.2 ▲ 83.3 ▲ 30.8 ▲ 63.6 ▲ 23.1 ▲ 64.3 ▲ 50.0 ▲ 53.8 ▲ 21.4

４　利益率の動向
今期、利益率が「増加した」とする企業は、7.1%と前回の 0.0%から 7.1ポイントの増加となった。

一方「減少した」とする企業は、57.1%と前回の 83.3%から 26.2ポイントの減少となった。

ＤＩ値は、33.3ポイント改善して▲50.0となった。

年月 18/12 19/3 6 9 12 20/3 6 9 12 21/3 6 9 12 22/3

利益ＤＩ ▲ 60.0 ▲ 30.8 ▲ 64.3 ▲ 42.9 ▲ 57.1 ▲ 76.9 ▲ 75.0 ▲ 61.5 ▲ 58.3 ▲ 61.5 ▲ 71.4 ▲ 71.4 ▲ 83.3 ▲ 50.0

-100

-75

-50

-25

0

25

50

75

100

18/12 19/3 6 9 12 20/3 6 9 12 21/3 6 9 12 22/3

ＤＩ 操業度ＤＩ＝「上昇」企業割合－「低下」企業割合 操業度ＤＩ

-100

-75

-50

-25

0

25

50

75

100

18/12 19/3 6 9 12 20/3 6 9 12 21/3 6 9 12 22/3

ＤＩ

利益率ＤＩ＝「増加」企業割合－「減少」企業割合 利益ＤＩ
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(縫製) 

５　財務の状況
今期、資金繰りが「余裕」とする企業は、7.7%と前回の 8.3%から 0.6ポイントの減少となった。

一方「窮屈」とする企業は、38.5%と前回の 41.7%から 3.2ポイントの減少となった。

ＤＩ値は、2.6ポイント改善して▲30.8となった。

今期、借入難易が「容易」とする企業は、15.4%と前回の 16.7%から 1.3ポイントの減少となった。

一方「困難」とする企業は、7.7%と前回の 25.0%から 17.3ポイントの減少となった。

ＤＩ値は、16.0ポイント改善して7.7となった。

年月 18/12 19/3 6 9 12 20/3 6 9 12 21/3 6 9 12 22/3

資金ＤＩ ▲ 60.0 ▲ 46.2 ▲ 42.9 ▲ 28.6 ▲ 50.0 ▲ 58.3 ▲ 54.5 ▲ 27.3 ▲ 18.2 ▲ 8.3 ▲ 35.8 ▲ 50.0 ▲ 33.4 ▲ 30.8
借入ＤＩ ▲ 20.0 ▲ 30.8 ▲ 21.5 ▲ 14.3 ▲ 21.5 ▲ 23.1 ▲ 20.0 ▲ 25.0 ▲ 8.3 ▲ 15.4 ▲ 21.5  0.0 ▲ 8.3  7.7

６　設備投資の状況
今期、設備投資が「拡大」とする企業は、7.1%と前回の 15.4%から 8.3ポイントの減少となった。
一方「縮小」とする企業は、14.3%と前回の 23.1%から 8.8ポイントの減少となった。
ＤＩ値は、0.5ポイント改善して▲7.2となった。

拡大前回
差絶対値
表現
ＤＩ値
ＤＩ表現
ＤＩ絶対値
今期、設備投資が「拡大」とする企業は、
一方「縮小」とする企業は、
ＤＩ値は、

年月 18/12 19/3 6 9 12 20/3 6 9 12 21/3 6 9 12 22/3
設備ＤＩ ▲ 46.7 ▲ 30.8 ▲ 21.5 ▲ 21.4 ▲ 50.0 ▲ 23.1 ▲ 41.7 ▲ 46.2 ▲ 25.0 ▲ 30.8 ▲ 21.5 ▲ 7.7 ▲ 7.7 ▲ 7.2
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ＤＩ

資金繰りＤＩ＝「余裕」企業割合－「窮屈」企業割合

借入難易ＤＩ＝「容易」企業割合－「困難」企業割合 資金ＤＩ

借入ＤＩ
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ＤＩ
設備投資ＤＩ＝「拡大」企業割合－「縮小」企業割合

設備ＤＩ
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（縫製） 

７　従業員の動向
従業員充足率が「上昇した」とする企業は、0.0％と前回と同じとなった。

一方「低下した」とする企業は、78.6%と前回の 53.8%から 24.8ポイントの増加となった。

ＤＩ値は、24.8ポイント悪化して▲78.6となった。

年月 18/12 19/3 6 9 12 20/3 6 9 12 21/3 6 9 12 22/3

充足ＤＩ ▲ 33.3 ▲ 23.1 ▲ 35.8 ▲ 35.7 ▲ 21.4 ▲ 23.1 ▲ 33.3 ▲ 38.5 ▲ 33.3 ▲ 38.5 ▲ 28.6 ▲ 28.6 ▲ 53.8 ▲ 78.6

８　業況総合判断
今期、業況判断が「好転」とする企業は、7.1%と前回の 0.0%から 7.1ポイントの増加となった。

一方「悪化」とする企業は、35.7%と前回の 69.2%から 33.5ポイントの減少となった。

ＤＩ値は、40.6ポイント改善して▲28.6となった。

四半期後の業況見通しが「好転」とする企業は、0.0%と前回の 7.7%から 7.7ポイントの減少となった。

一方「悪化」とする企業は、42.9%と前回の 69.2%から 26.3ポイントの減少となった。

ＤＩ値は、18.6ポイント改善して▲42.9となった。

年月 18/12 19/3 6 9 12 20/3 6 9 12 21/3 6 9 12 22/3

業況ＤＩ ▲ 60.0 ▲ 38.5 ▲ 35.7 ▲ 14.3 ▲ 50.0 ▲ 76.9 ▲ 83.3 ▲ 76.9 ▲ 72.7 ▲ 61.5 ▲ 71.5 ▲ 69.2 ▲ 69.2 ▲ 28.6

見通ＤＩ ▲ 40.0 ▲ 30.8 ▲ 35.7 ▲ 35.8 ▲ 57.1 ▲ 84.6 ▲ 83.3 ▲ 76.9 ▲ 81.8 ▲ 53.8 ▲ 53.8 ▲ 71.4 ▲ 61.5 ▲ 42.9
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ＤＩ

充足率ＤＩ＝「上昇」企業割合－「低下」企業割合
充足ＤＩ
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ＤＩ

自社業況判断ＤＩ＝「好転」企業割合－「悪化」企業割合

四半期後の業況見通しＤＩ＝「好転」企業割合－「悪化」企業割合
業況ＤＩ

見通ＤＩ
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（縫製） 

９　経 営 上 の 問 題 点
              経 営 上 の 問 題 点 としては、 1位 「求人難」、２位「原材料費の増加」となっている 。

１位 ２位 ３位 ４位 ５位
2 0 3 2 0

1 7 2 1 0

1 3 2 1 0

8 1 0 2 0

1 0 0 0 2その他

加工賃の減少

原材料費の増加

受注減

求人難

0

2

4

6

8

10

１位 ２位 ３位 ４位 ５位

企業数
加工賃の減少

原材料費の増加

受注減

求人難

その他

 

回答企業のコメント 

 

〇 工場実習生の入国難で、人手不足が最大の問題である。 

 

〇  原料高、物流費アップ、円安など海外生産の環境の変化から国内生産回帰の動きがある為か縫製 

   依頼の話が殺到している。その為今期は受注操業度とも上昇、加えてなかなか上がらなかった

加工賃も上昇している。 

 

〇 全てのものが物価高になるが、縫製加工賃は値上げが難しい。 

 

〇 作業者の不足により売上減である。 

 

〇 技能実習生の入国許可はおりたが、帰国する者も多く、今年が正念場である。 
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岐　阜　ア　パ　レ　ル　の　動　向

○　売上高ＤＩ 前期比で + 16.7 ﾎﾟｲﾝﾄ 前年同期比で + 49.2 ﾎﾟｲﾝﾄ
○　在   庫ＤＩ 前期比で - 4.2 ﾎﾟｲﾝﾄ 前年同期比で + 19.5 ﾎﾟｲﾝﾄ
○　利益率ＤＩ 前期比で - 6.3 ﾎﾟｲﾝﾄ 前年同期比で - 30.6 ﾎﾟｲﾝﾄ

岐阜アパレル業の売上高・在庫・利益率の動向 ※調査対象企業数55社

年・月 17/12 18/3 6 9 12 19/3 6 9 12 20/3 6 9 12 21/3 6 9 12 22/3

売上高ＤＩ -19.7 -32.1 -45.6 -43.8 -52.6 -42.6 -51.9 -55.6 -64.7 -76.0 -82.7 -79.1 -83.7 -63.8 -22.5 -39.2 -31.3 -14.6

在　庫ＤＩ -26.8 -21.4 -21.1 -29.8 -40.3 -31.4 -38.8 -24.1 -45.1 -46.0 -67.3 -47.9 -32.6 -40.4 -31.2 -40.0 -16.7 -20.9

利益率ＤＩ -28.6 -25.0 -36.9 -38.6 -43.8 -46.3 -40.7 -37.0 -47.0 -54.0 -50.0 -39.6 -42.6 -29.8 -28.6 -49.0 -54.1 -60.4
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悪
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岐阜アパレル業の売上高・在庫・利益率の動向

売上高ＤＩ

在 庫ＤＩ

利益率ＤＩ
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岐　阜　縫　製　業　の　動　向

○　加工賃ＤＩ 前期比で + 45.7 ﾎﾟｲﾝﾄ 前年同期比で + 30.3 ﾎﾟｲﾝﾄ
○　受　 注ＤＩ 前期比で + 60.0 ﾎﾟｲﾝﾄ 前年同期比で + 83.0 ﾎﾟｲﾝﾄ
○　利益率ＤＩ 前期比で + 33.3 ﾎﾟｲﾝﾄ 前年同期比で + 11.5 ﾎﾟｲﾝﾄ

岐阜縫製業の加工賃・受注・利益率の動向 ※調査対象縫製企業数14社

年・月 17/12 18/3 6 9 12 19/3 6 9 12 20/3 6 9 12 21/3 6 9 12 22/3

加工賃ＤＩ 0.0 0.0 -6.6 -6.6 -13.3 0.0 0.0 7.2 -14.3 -53.8 -41.7 -38.5 -41.7 -23.1 -50.0 -21.5 -38.5 7.2
受　注ＤＩ -28.6 7.2 -33.3 -26.6 -46.7 -23.1 -35.8 -7.2 -50.0 -61.5 -91.7 -75.0 -75.0 -61.5 -71.4 -50.0 -38.5 21.5
利益率ＤＩ -57.2 -57.1 -40.0 -46.6 -60.0 -30.8 -64.3 -42.9 -57.1 -76.9 -75.0 -61.5 -58.3 -61.5 -71.4 -71.4 -83.3 -50.0
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アパレルＤＩの推移

年度 月 売上高 在　庫 操業度 販売価格仕入価格 利益率 資金繰り 借入難易
自社の業況総

合判断
四半期後の自
社業況見通し 海外生産

2002 9 -25.5 -30.9 -29.1 -43.6 21.8 -38.2 -27.3 -10.9 -41.8 -32.7 28.6
12 -40.7 -40.7 -22.2 -48.1 27.8 -46.3 -31.5 -11.1 -38.9 -46.3 36.4
3 -34.0 -39.6 -34.0 -54.7 18.9 -41.5 -32.1 -17.0 -43.4 -41.5 35.0

2003 6 -41.5 -43.4 -26.4 -52.8 18.9 -50.9 -18.9 3.8 -35.8 -34.0 26.1
9 -51.0 -43.1 -25.5 -49.0 13.7 -58.8 -29.4 -3.9 -43.1 -27.5 34.8
12 -41.2 -35.3 -27.5 -52.9 11.8 -49.0 -19.6 -2.0 -45.1 -35.3 26.3
3 -38.9 -27.8 -22.2 -38.9 11.1 -33.3 -14.8 7.4 -25.9 -24.1 33.3

2004 6 -44.6 -46.4 -37.5 -39.3 12.5 -55.4 -17.9 1.8 -42.9 -26.8 11.5
9 -33.3 -42.6 -29.6 -37.0 3.7 -44.4 -18.5 7.4 -44.4 -31.5 13.8
12 -64.9 -57.9 -45.6 -56.1 8.8 -70.2 -29.8 -3.5 -54.4 -45.6 7.1
3 -48.0 -16.0 -42.0 -42.0 4.0 -50.0 -26.0 2.0 -52.0 -44.0 -7.4

2005 6 -22.2 -27.8 -31.5 -44.4 0.0 -42.6 -24.1 11.1 -27.8 -5.6 -3.7
9 -18.2 -32.7 -16.4 -32.7 0.0 -18.2 -10.9 12.7 -10.9 -12.7 9.7
12 1.8 -10.9 -5.5 -27.3 -7.3 -9.1 -1.8 10.9 -7.3 -7.3 10.0
3 0.0 -22.6 -15.1 -20.8 -13.2 -11.3 -5.7 18.9 -13.2 -3.8 -3.4

2006 6 -6.0 -44.0 -16.0 -32.0 -12.0 -20.0 -12.0 10.0 -22.0 -16.0 19.2
9 -28.8 -36.5 -19.2 -25.0 -19.2 -36.5 -15.4 7.7 -28.8 -23.1 3.7
12 -17.0 -30.2 -15.1 -30.2 -13.2 -30.2 -11.3 7.5 -20.8 -20.8 7.4
3 -37.0 -25.9 -29.6 -24.1 -33.3 -53.7 -16.7 7.4 -40.7 -29.6 15.4

2007 6 -26.0 -32.0 -30.0 -36.0 -34.0 -58.0 -12.0 8.0 -56.0 -44.0 14.3
9 -33.3 -23.5 -37.3 -23.5 -39.2 -51.0 -21.6 -3.9 -52.9 -41.2 3.8
12 -38.3 -36.2 -31.9 -17.0 -44.7 -59.6 -17.0 -4.3 -57.4 -46.8 -10.0
3 -26.5 -22.9 -25.5 -24.5 -42.9 -44.9 -12.2 -4.1 -34.7 -39.6 -4.0

2008 6 -35.2 -29.6 -20.4 -22.2 -42.6 -38.9 -13.0 -1.9 -42.6 -32.7 -14.8
9 -36.5 -34.6 -25.0 -19.2 -48.1 -44.2 -13.5 -9.6 -42.3 -46.2 17.4
12 -52.0 -44.0 -38.8 -54.0 2.0 -56.0 -20.0 -10.0 -57.1 -55.1 -4.8
3 -55.4 -42.9 -50.0 -53.6 8.9 -60.7 -32.1 -7.1 -60.7 -67.3 4.2

2009 6 -52.8 -32.1 -35.8 -62.3 15.4 -64.2 -28.3 -5.7 -50.9 -54.7 -24.0
9 -64.0 -32.0 -55.1 -50.0 14.0 -44.0 -22.0 -6.1 -60.0 -56.0 -18.2
12 -50.9 -18.9 -37.7 -58.5 15.1 -47.2 -17.0 -3.8 -56.6 -49.1 16.7
3 -45.5 -7.3 -25.9 -58.2 -1.8 -50.9 -23.6 -7.3 -43.6 -29.1 -3.8

2010 6 -30.4 -21.4 -20.4 -60.7 -8.9 -46.4 -12.5 -3.6 -30.4 -30.4 3.4
9 -32.7 -27.3 -16.4 -41.8 -9.1 -41.8 -18.2 1.9 -32.7 -34.5 -7.1
12 -33.3 -18.5 -17.0 -35.2 -25.9 -35.2 -5.6 7.4 -27.8 -40.7 0.0
3 -45.1 -25.5 -36.0 -37.3 -47.1 -56.9 -17.6 -2.0 -62.7 -69.4 4.0

2011 6 -34.6 -38.5 -39.2 -42.3 -26.9 -42.3 -17.7 -1.9 -42.3 -35.3 0.0
9 -31.5 -40.7 -25.9 -25.9 -35.2 -50.0 -18.6 -1.9 -46.3 -40.0 4.0
12 -18.2 -32.7 -25.5 -32.7 -18.2 -41.8 -14.6 1.8 -38.2 -31.5 14.8
3 -8.9 -35.7 -8.9 -30.4 -16.1 -28.6 -7.2 -1.8 -18.2 -14.5 7.1

2012 6 -13.0 -24.1 -18.9 -27.8 -11.1 -38.9 1.8 16.7 -21.2 -19.6 7.4
9 -36.8 -36.8 -25.9 -31.0 -8.6 -36.2 -8.7 5.2 -37.9 -29.3 0.0
12 -32.1 -19.6 -14.3 -28.6 -21.4 -53.6 -3.7 5.4 -31.6 -25.9 4.2
3 -33.3 -24.1 -27.6 -17.2 -50.0 -60.3 -8.7 1.8 -42.9 -23.2 3.6

2013 6 -35.1 -27.7 -27.7 -18.5 -53.7 -51.8 -7.4 3.7 -37.0 -27.7 21.7
9 -14.6 -27.3 -11.3 -7.4 -60.0 -47.2 -3.6 5.5 -25.9 -16.7 20.8
12 -18.5 -16.7 -11.3 -9.3 -47.1 -50.0 0.0 11.1 -37.0 -26.4 -7.4
3 -18.8 -28.8 -20.8 -3.8 -63.5 -62.3 -7.5 3.8 -43.1 -52.9 -7.7

2014 6 -34.6 -33.3 -29.1 -11.0 -47.2 -52.8 -1.8 7.3 -36.4 -21.8 3.7
9 -23.7 -38.2 -25.0 -5.4 -61.8 -41.8 -14.5 11.1 -42.6 -38.0 5.3
12 -33.9 -37.5 -30.4 -1.8 -69.6 -48.2 -12.5 0.0 -41.1 -39.3 0.0
3 -41.5 -30.2 -26.5 -3.8 -77.4 -66.1 -7.5 5.8 -41.5 -28.9 15.0

2015 6 -36.4 -25.4 -27.3 -14.5 -72.7 -49.1 -10.9 5.5 -41.8 -38.1 -10.6
9 -31.6 -21.1 -15.8 -7.0 -59.6 -49.1 -3.5 12.3 -38.6 -28.1 0.0
12 -49.2 -24.5 -40.3 -14.0 -54.4 -56.2 -8.8 5.2 -47.3 -42.1 0.0
3 -29.1 -25.5 -25.4 -12.7 -30.9 -40.0 -1.8 16.4 -36.4 -30.9 0.0

2016 6 -28.6 -32.1 -23.2 -14.3 -21.5 -28.5 -7.2 9.0 -34.0 -28.6 0.0
9 -26.8 -23.2 -30.4 -16.1 -21.5 -23.2 -1.8 12.5 -35.7 -37.5 4.0
12 -49.0 -16.3 -25.5 -20.0 -23.6 -41.8 0.0 9.1 -49.1 -36.4 3.5
3 -31.5 -11.1 -20.4 -14.8 -31.5 -35.2 1.8 9.3 -27.7 -27.8 13.7

2017 6 -40.0 -25.5 -23.6 -29.0 -32.7 -27.2 0.0 10.9 -29.0 -34.5 -8.4
9 -33.3 -26.3 -19.3 -22.8 -35.1 -33.3 -3.5 15.8 -28.1 -26.3 0.0
12 -19.7 -26.8 -16.1 -33.9 -41.1 -28.6 0.0 16.1 -26.8 -28.6 4.1
3 -32.1 -21.4 -21.4 -19.6 -41.1 -25.0 1.8 17.9 -26.8 -26.8 4.4

2018 6 -45.6 -21.1 -33.3 -22.8 -38.6 -36.9 -1.7 12.3 -36.9 -35.1 13.7
9 -43.8 -29.8 -33.3 -24.5 -38.6 -38.6 -10.6 8.8 -50.8 -40.3 8.7
12 -52.6 -40.3 -29.8 -26.3 -47.4 -43.8 -3.5 21.0 -54.4 -45.6 -5.2
3 -42.6 -31.4 -27.7 -16.7 -50.0 -46.3 -7.4 13.0 -46.2 -38.9 -5.2

2019 6 -51.9 -38.8 -33.3 -24.1 -44.4 -40.7 -7.4 7.7 -55.6 -44.5 0.0
9 -55.6 -24.1 -31.5 -7.4 -35.1 -37.0 14.8 14.8 -40.7 -51.8 -17.4
12 -64.7 -45.1 -37.2 -17.6 -33.4 -47.0 -6.0 22.0 -58.8 -58.9 -14.3
3 -76.0 -46.0 -71.5 -18.0 -14.0 -54.0 -30.7 -4.2 -83.3 -79.6 -31.6

2020 6 -82.7 -67.3 -80.4 -28.8 -5.9 -50.0 -21.2 14.2 -90.4 -80.8 -47.6
9 -79.1 -47.9 -70.2 -18.7 -19.2 -39.6 -8.3 6.6 -77.1 -68.8 -42.1
12 -83.7 -32.6 -66.7 -30.6 -18.3 -42.6 0.0 14.6 -71.4 -66.6 -33.3
3 -63.8 -40.4 -54.3 -31.9 -23.4 -29.8 -2.1 10.9 -55.3 -36.1 -40.0

2021 6 -22.5 -31.2 -40.9 -30.6 -22.5 -28.6 -2.0 11.1 -40.9 -41.7 -10.0
9 -39.2 -40.0 -44.0 -19.6 -20.0 -49.0 -8.0 4.2 -51.0 -33.4 -6.6
12 -31.3 -16.7 -27.7 -18.8 -48.9 -54.1 -8.5 -8.8 -37.5 -37.8 -18.7
3 -14.6 -20.9 -29.8 -10.5 -70.8 -60.4 -4.2 8.4 -37.5 -12.5 0.0



 

 31 

年度 月 加工賃 受　注 操業度 利益率 資金繰り 借入難易 設備投資 従業員充足率
自社の業況総合

判断
四半期後の自社

業況見通し 海外生産

2002 9 -14.3 7.1 0.0 -14.3 -42.9 -21.4 0.0 0.0 -21.4 -7.1 なし
12 -46.2 -38.5 -30.8 -76.9 -69.2 -38.5 -38.5 -23.1 -61.5 -53.8 なし
3 -60.0 -10.0 10.0 -50.0 -50.0 -50.0 -40.0 -30.0 -40.0 -70.0 なし

2003 6 -41.7 -33.3 -33.3 -50.0 -41.7 -33.3 -8.3 -33.3 -50.0 -41.7 なし
9 -33.3 8.3 -16.7 -58.3 -58.3 -41.7 -50.0 -16.7 -50.0 -58.3 なし
12 -53.8 -23.1 -38.5 -84.6 -69.2 -46.2 -38.5 -15.4 -69.2 -76.9 なし
3 -20.0 33.3 -6.7 -46.7 -53.3 -46.7 -13.3 -6.7 -20.0 -6.7 なし

2004 6 -57.1 -35.7 -28.6 -50.0 -53.3 -64.3 -35.7 -7.1 -57.1 -21.4 なし
9 -53.3 -40.0 -40.0 -66.7 -60.0 -40.0 -26.7 -20.0 -46.7 -13.3 なし
12 -53.3 -40.0 -46.7 -53.3 -73.3 -46.7 -33.3 -20.0 -40.0 -26.7 なし
3 -30.8 0.0 0.0 -38.5 -46.2 -30.8 -30.8 -7.7 -30.8 -30.8 なし

2005 6 -42.9 -28.6 -21.4 -35.7 -42.9 -28.6 -21.4 -14.3 -21.4 -21.4 なし
9 -21.4 -7.1 -21.4 -50.0 -42.9 -28.6 -14.3 -14.3 -28.6 -21.4 なし
12 -30.8 -7.7 -23.1 -30.8 -38.5 -38.5 -30.8 -15.4 -23.1 -23.1 なし
3 -8.3 41.7 33.3 -16.7 -41.7 -33.3 -8.3 -8.3 -16.7 -16.7 なし

2006 6 -6.7 26.7 20.0 -6.7 -33.3 -40.0 0.0 0.0 13.3 6.7 なし
9 -15.4 30.8 0.0 -23.1 -23.1 -30.8 -23.1 0.0 -7.7 0.0 なし
12 -20.0 -20.0 -20.0 -46.7 -53.3 -40.0 -26.7 -6.7 -33.3 -20.0 なし
3 -7.1 21.4 14.3 -14.3 -28.6 -28.6 -21.4 -7.1 -14.3 -14.3 なし

2007 6 -6.7 13.3 6.7 -33.3 -33.3 -20.0 -6.7 0.0 -20.0 -20.0 なし
9 0.0 13.3 -6.7 -26.7 -20.0 -13.3 6.7 -6.7 -13.3 -26.7 なし
12 -6.7 -13.3 -13.3 -14.3 -13.3 -13.3 -20.0 -6.7 -13.3 -26.7 なし
3 -6.7 0.0 -13.3 -26.7 -33.3 -20.0 -13.3 0.0 -26.7 -26.7 なし

2008 6 -33.3 -40.0 -33.3 -73.3 -40.0 -20.0 -26.7 -6.7 -53.3 -50.0 なし
9 -33.3 -26.7 -26.7 -73.3 -40.0 -33.3 -20.0 -20.0 -60.0 -73.3 なし
12 -42.9 -64.3 -57.1 -71.4 -64.3 -28.6 -46.2 -15.4 -71.4 -64.3 なし
3 -57.1 -42.9 -42.9 -92.9 -57.1 -28.6 -28.6 -14.3 -100.0 -71.4 なし

2009 6 -73.3 -86.7 -80.0 -86.7 -73.3 -46.7 -46.7 -13.3 -86.7 -80.0 なし
9 -71.4 -71.4 -57.1 -71.4 -71.4 -30.8 -35.7 0.0 -71.4 -57.1 なし
12 -66.7 -80.0 -73.3 -80.0 -80.0 -46.7 -46.7 -28.6 -86.7 -78.6 なし
3 -50.0 0.0 -21.4 -78.6 -78.6 -14.3 -35.7 -15.4 -64.3 -57.1 なし

2010 6 -46.2 -69.2 -69.2 -84.6 -69.2 -30.8 -61.5 -16.7 -76.9 -69.2 なし
9 -15.4 30.8 15.4 -38.5 -61.5 -41.7 -30.8 -23.1 -38.5 -46.2 なし
12 -21.4 0.0 -28.6 -64.3 -53.8 -38.5 -14.3 -23.1 -61.5 -46.2 なし
3 13.3 26.7 26.7 -33.3 -53.3 -26.7 -26.7 -33.3 -40.0 -60.0 なし

2011 6 -14.3 -21.4 -14.3 -50.0 -64.3 -35.6 -35.7 -28.6 -42.9 -14.3 なし
9 -7.1 15.4 0.0 -28.6 -57.1 -35.7 -21.4 -14.3 -14.3 -14.3 なし
12 -13.3 -33.3 -40.0 -66.7 -40.0 -33.3 -13.3 -6.7 -33.3 0.0 なし
3 -20.0 33.3 33.3 -46.7 -53.3 -40.0 -33.3 -20.0 -33.3 -26.7 なし

2012 6 0.0 -7.1 0.0 -14.3 -28.6 -14.3 -28.6 -14.3 -7.1 -15.4 なし
9 7.1 -35.7 -28.6 -42.9 -42.9 -35.7 -21.4 -7.1 -42.9 -57.1 なし
12 -26.7 -73.3 -71.4 -80.0 -60.0 -13.3 -33.3 -13.3 -66.7 -20.0 なし
3 0.0 -20.0 -13.3 -46.7 -33.3 -40.0 -13.3 -26.7 -40.0 -40.0 なし

2013 6 14.3 -14.3 -14.3 -35.7 -42.9 -35.7 -14.3 -28.6 -35.7 -23.1 なし
9 -8.4 8.4 8.3 -63.6 -16.7 0.0 -8.4 -18.2 -27.3 -27.3 なし
12 0.0 -15.4 -30.8 -53.8 -41.7 -38.5 -30.8 -30.8 -38.5 -15.4 なし
3 0.0 38.4 0.0 -23.1 -30.8 -23.1 -25.0 -38.5 -30.8 -16.7 なし

2014 6 -14.3 -7.2 -21.5 -50.0 -21.4 -35.8 -14.3 -42.9 -14.3 -21.4 なし
9 -21.4 -14.3 -14.3 -50.0 -42.9 -46.1 -14.3 -50.0 -30.8 -38.5 なし
12 0.0 18.2 0.0 -45.5 -27.3 -45.5 -27.3 -36.4 -18.2 -36.4 なし
3 20.0 40.0 33.3 -40.0 -26.6 -26.6 -13.4 -46.7 -26.6 -26.6 なし

2015 6 15.4 23.1 0.0 -38.5 -38.5 -15.4 -23.1 -46.2 -15.4 -15.4 なし
9 13.3 20.0 0.0 -40.0 -20.0 -13.3 -33.3 -40.0 -13.4 -6.7 なし
12 20.0 20.0 -6.7 -20.0 -33.3 -6.7 -26.6 -40.0 -33.3 -13.4 なし
3 7.1 21.5 -7.2 -28.6 -21.5 -21.4 -14.3 -28.6 -21.4 0.0 なし

2016 6 6.7 -40.0 -20.0 -33.3 -26.7 -6.7 -26.7 -20.0 -13.4 -33.3 なし
9 -7.2 -21.4 -7.1 -42.8 -35.7 -28.6 -28.6 -14.3 -35.7 -35.7 なし
12 -21.4 -21.4 -14.3 -50.0 -35.7 -28.6 -28.6 -35.7 -50.0 -57.1 なし
3 -7.2 -21.5 -28.6 -28.6 -28.6 -14.3 -21.4 -21.4 -14.3 -7.1 なし

2017 6 -7.2 -28.6 -57.1 -71.4 -42.9 -14.3 -35.7 -28.6 -64.3 -57.1 なし
9 0.0 -14.3 -14.3 -57.2 -42.9 -28.6 -35.7 -28.6 -35.8 -42.9 なし
12 0.0 -28.6 -28.6 -57.2 -42.9 -21.4 -35.7 -28.6 -50.0 -35.7 なし
3 0.0 7.2 -7.2 -57.1 -50.0 -14.3 -28.6 -42.9 -50.0 -42.9 なし 縫製ＤＩの推移

2018 6 -6.6 -33.3 -33.3 -40.0 -46.7 -13.3 -33.3 -33.3 -40.0 -20.0 なし 加工賃 受　注 操業度 利益率 資金繰り
9 -6.6 -26.6 -26.6 -46.6 -53.3 -40.0 -40.0 -40.0 -53.3 -40.0 なし 9 -7.2 -21.5 -28.6 -42.9 -50.0
12 -13.3 -46.7 -40.0 -60.0 -60.0 -20.0 -46.7 -33.3 -60.0 -40.0 なし 12 -13.3 -46.7 -40.0 -60.0 -60.0
3 0.0 -23.1 -15.4 -30.8 -46.2 -30.8 -30.8 -23.1 -38.5 -30.8 なし

2019 6 0.0 -35.8 -21.4 -64.3 -42.9 -21.5 -21.5 -35.8 -35.7 -35.7 なし 加工賃 受　注 操業度 利益率 資金繰り
9 7.2 -7.2 -7.2 -42.9 -28.6 -14.3 -21.4 -35.7 -14.3 -35.8 なし -6.1 -25.2 -11.4 -17.1 -10.0
12 -14.3 -50.0 -42.9 -57.1 -50.0 -21.5 -50.0 -21.4 -50.0 -57.1 なし
3 -53.8 -61.5 -46.2 -76.9 -58.3 -23.1 -23.1 -23.1 -76.9 -84.6 なし

2020 6 -41.7 -91.7 -83.3 -75.0 -54.5 -20.0 -41.7 -33.3 -83.3 -83.3 なし
9 -38.5 -75.0 -30.8 -61.5 -27.3 -25.0 -46.2 -38.5 -76.9 -76.9 なし
12 -41.7 -75.0 -63.6 -58.3 -18.2 -8.3 -25.0 -33.3 -72.7 -81.8 なし
3 -23.1 -61.5 -23.1 -61.5 -8.3 -15.4 -30.8 -38.5 -61.5 -53.8 なし

2021 6 -50.0 -71.4 -64.3 -71.4 -35.8 -21.5 -21.5 -28.6 -71.5 -53.8 なし
9 -21.5 -50.0 -50.0 -71.4 -50.0 0.0 -7.7 -28.6 -69.2 -71.4 なし
12 -38.5 -38.5 -53.8 -83.3 -33.4 -8.3 -7.7 -53.8 -69.2 -61.5 なし
3 7.2 21.5 -21.4 -50.0 -30.8 7.7 -7.2 -78.6 -28.6 -42.9 なし

縫製ＤＩの推移

 


